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研究成果の概要（和文）：本研究では黒曜石製石器の原産地解析システムを完成させるため，次のことを実施し
た。①長野県広原遺跡群，隠岐島後高丸遺跡・宮尾遺跡についてのそれまでの発掘調査で得られた石器資料から
原産地分析を行うものを選定し原産地判別の実践資料とした。②長野県霧ヶ峰地域，隠岐島後地域，長崎県壱
岐，佐賀県腰岳の黒曜石原産地調査を行った。③これらの地域の調査で採取したものについて，波長分散型蛍光
X線分析装置を用いた定量分析を行い，原産地判別のための基準資料を定めた。④国際共同研究として実施して
いた北海道白滝周辺の黒曜石原産地の資料を用いた原石と分析データの相互検証を行った。

研究成果の概要（英文）： We perform the following works for the establishment of the provenance 
analysis of obsidian artifact. 1) We selected the obsidian artifact to perform the provenance 
analysis from the archaeological sites in Kirigamine area, and Oki-dogo island. 2) We perform the 
field works of obsidian source in Kirigamine, Oki-dogo island, Iki island and Mt. Koshidake. 3) We 
perform the quantitative analysis using the WDXRF, and determined the standard obsidian samples for 
the provenance analysis. 4) We perform cross-checking analysis using the obsidian in Shirataki area.

研究分野： 岩石学

キーワード： 黒曜石　原産地分析　考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本における黒曜石製の石器石材の「原産地
解析」は，1970 年代初頭のフィッショント
ラック年代による手法に始まり，その後 1980
年代に，蛍光 X 線（XRF）分析装置を用いた
元素分析に基づいた手法が開発され，現在，
非破壊分析が可能で，大型の実験設備を必要
としない，エネルギー分散型蛍光 X 線分析装
置（EDXRF）を用いた手法が，最も一般的
となっている． 
 しかし，現在の日本における EDXRF を用
いた手法は，あくまでも定性分析に基づくも
ので，確証性の高い結果を得るには，誘導結
合プラズマ質量分析計（ICP-MS）や，波長
分散型蛍光 X 線分析装置（WDXRF）を用い
た，アルカリ溶融法，酸溶融法による「破壊
を伴う定量分析」を実施しなければならない．
もちろん，EDXRF を用いた定量分析も原理
的には可能であるが，そのためには，黒曜石
分析用の複数の「標準試料」が必要不可欠と
なる．しかし，そのような標準試料は，未だ
に確立されていない状況にある． 
 また，それと別の問題として，たとえ，ど
んな分析機器が導入され，分析法が開発され
ても，原産地解析を実施するためには，原産
地の基準試料の現物一式を保有し，それらの
地理的，岩石鉱物学的，地球化学的情報を明
らかにしておかなければならない．黒曜石の
原産地は，日本列島では 200 箇所を越え，開
発などにより，既に入手できなくなった地点
も少なくない．このため，原産地試料の全て
を，一つの機関が取り揃えることは，もはや，
不可能に近い．また，これまで黒曜石製遺物
の原産地解析を実施してきた日本の幾つか
の機関が，それを公開しているという状況も
ない．さらに，黒曜石原産地は，毎年のよう
に新たに発見されるが，それらを収集，アッ
プデートしていく機関は，現在の日本には存
在しない． 
 このような閉塞的な状況においては，結果
の確証性を評価できないまま，目新しい「結
果」のみを用い，考古学的な研究に利用され
る危険性がある．そして，まさに，これが原
産地解析にかかわる日本の考古学研究の深
刻な弱点になりつつあることを，国際学会，
国際ワークショップを通じ，強く認識するよ
うになった．その為に，まず，原産地の基準
試料を定め，その試料情報を集約，データー
ベース化し，分析手法とともに，多数のラボ
で，試料と情報を共有化する．そして，結果
に至るプロセスの検証ができる「システム」
を新たに構築する必要がある． 
 
２．研究の目的 
研究代表者は，実際の考古学的な発掘調査に
携わりながら，黒曜石製石器石材の「原産地
解析システムの新構築」のため，以下のこと
を明らかにしていく． 
(1)石器石材の原産地の地理情報（地点情
報）・産状を明らかにする． 

(2)原産地試料の岩石学的，鉱物学的，地球
化学的な「情報」を明らかにする． 
(3)石器石材の産地を特定する為に最適な
「分析手法」と「解析手法」を明らかにする． 
(4)原産地の試料，試料情報の「共有化」の
ための最適な手法を明らかにする． 
 これまでの研究により，ウクライナ西部の
カルパチア地方に産する高アルカリックな
黒曜石中には，マントル由来と考えられるマ
グネシウムに富むかんらん石，斜方輝石，角
閃石の集合体が特徴的に含まれることが明
らかとなった．さらに，数μサイズの微斑晶
（晶子）を，偏光顕微鏡，レーザーラマン顕
微鏡，走査型電子顕微鏡（SEM-EDS）など
で確認すると，北海道白滝地域の黒曜石は，
原産地ごとに，鉄に富むかんらん石，単斜輝
石，斜方輝石，斜長石などが，多様な組合せ
を示すことが明らかとなった． 
 このように，微斑晶などを丹念に調べるこ
とにより，岩石鉱物学的に黒曜石の原産地の
キャラクタリゼーションが可能で，試料の地
球化学的特徴に，それが反映されていること
が明らかである．すなわち，非破壊で元素分
析が可能な，EDXRF と各種標準試料を用い
た定量分析法が原産地解析に有効な「手段」
であり，その最適な手法を明らかにする． 
 原産地の現物試料と試料情報，EDXRF に
よる分析法をパッケージとして共有，提供す
ることで，EDXRF さえ導入すれば，どの研
究機関でも原産地解析システムを立ち上げ
ることができる環境を整備する．さらに，得
られた分析結果のラボ間での比較，再現性の
検証など，黒曜石製石器石材の原産地解析に
関わる「ネットワーク」を確立する． 
 
３．研究の方法 
この研究計画では，考古学的な黒曜石製石器
石材の「原産地解析システム」のハードウェ
アを完成させるため，次のことを実施した．
(1)考古遺跡発掘調査（基礎），(2)黒曜石原
産地，地質調査（基礎），(3)岩石鉱物学的，
地球化学的，機器分析（手段），(4)共有化シ
ステムの構築（ソフトウェア）．これら(1)か
ら(4)を個々のサブテーマとし，研究開始か
ら三カ年（平成 27〜28 年）で，それらを完
成させた．最終年度（平成 29 年）は，個々
のサブテーマが連携した一つのシステムを
完成させ，実際の考古学的な発掘調査（島根
県隠岐島後など）で出土した遺物試料を用い
た実践，外部協力機関と連携した「システム
の検証」を実施した． 
 
４．研究成果 
(1)長野県広原遺跡群，隠岐島後高丸遺跡・
宮尾遺跡についてのそれまでの発掘調査で
得られた石器資料から原産地分析を行うも
のを選定し原産地判別の実践資料とした．
(2)長野県霧ヶ峰地域，隠岐島後地域，長崎
県壱岐，佐賀県腰岳の黒曜石原産地調査を行
い，これまでに報告例のない黒曜石原産地を



数十カ所，また原産地遺跡を発見するに至っ
た．(3)これらの地域の調査で採取したもの
について，波長分散型蛍光 X線分析装置を用
いた定量分析を行い，原産地判別のための基
準資料を定めた．(4)国際共同研究として実
施していた北海道白滝周辺の黒曜石原産地
の資料を用いた原石と分析データの相互検
証を行い，黒曜石原産地の資料の標準化を実
施した． 
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